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                                 大 子 町   
 

１ 学校の概況 

 ○学 校 名 ルネサンス高等学校 

 ○課  程 広域通信制・単位制・普通科 

 ○教職員等 校長 菊池一仁 

       教頭１名、教諭（常勤）４２名、教諭（非常勤）１０名、養護教諭４名、 

       事務長１名、事務長補佐２名、事務３名、用務員２名    計６５名 

 ○生 徒 数 （学則定員 ３，３００名） ３，１６４名 

       令和６年度入学者数 １，３０３名 

 ○スクーリング参加生徒数 ３，０２１名 

 ○卒 業 生 １，０４０名 

       進学４４．０％、就職２８．７％、その他（家事手伝い、現在の仕事の継

続等）２７．３％ 

 (1) 教 職 員 

   教職員数については、常勤の教員４２名、非常勤の教員１０名（うち９名は姉妹校

との兼任）、計５２名を配置している。添削指導については、全ての教科について専任

の教員が本校において実施する体制を整えるとともに、面接指導（集中スクーリング）

については、姉妹校との兼任の教員を加えて各教科とも生徒数に応じた教育ができる

人員を確保している。 

   今後の生徒数の増加に対応しながら、教科指導の専門性を高めていくため、更に優

秀な人材を確保するとともに、常勤の教員の割合を高めていくことが必要である。 

   また、現在の地元採用状況は４名（大子町在住者５名※）となっているが、人材確

保のために関係機関と連携し、当初の目的の一つである地元雇用の促進に継続して努

めていくことが望まれる。 

  ※内訳：地元出身かつ地元在住者３名、他県出身者の大子町在住者２名 

 (2) 生 徒 数 

   在籍生徒数は、東日本大震災や豊田校開校などの影響から回復した平成２４年度以

降、少子化や他の広域通信制高校との競合などの影響を受け、平成２７年度 



１，０７６名、平成２８年度９６８名、平成２９年度９３７名、平成３０年度９２７

名とやや減少している傾向が見られたが、令和元年度１，０７５名、令和２年度 

１，１９６名、令和３年度１，４４１名で、令和４年度１，８４９名、令和５年度 

２，８０２名、令和６年度３，１６４人と６年連続で増加傾向となっている。 

   入学者数については、平成２７年度（３５９名）と比べると、平成２８年度４５５

名、平成２９年度３８７名、平成３０年度４４４名、令和元年度５５４名、令和２年

度５８０名、令和３年度７３３名、令和４年度１，００６名、令和５年度１，６４２

名、令和６年度１，３０３名となっている。 

   なお、増加の要因としては、次の点が考えられる。 

・新型コロナウイルス感染拡大により児童・生徒が通学できない期間があったこと、

その他の日常生活面で外出機会が減ったことやその不安から不登校又は不登校気味

になった者や感染のリスクを回避したいと考える者、その保護者が通学する必要の

ほとんどない通信制高等学校を選択したことが考えられる。 

・小・中学校の不登校児が平成２４年以降に増えたことが、平成２７年以降の生徒数

の増加と結びついていると考えられる。 

また、不登校の生徒だけではなく、学習面や発達面に障がいを持つ生徒の数も増加

傾向にある。これらの児童・生徒が高校卒業の資格取得を目指す際、通信制高等学

校を利用するようになったといえる。 

・ＩＣＴの急速な発展で、自宅においてＷｅｂ上で動画等により手軽に勉強・情報入

手できるようになったこと、それがコロナ禍における子供たちやその保護者の意識

の変化とあいまって、通信制高等学校を選択したものと考えられる。 

・社会の多様化に伴い、子供たちの生き方も多様になってきている。スポーツ（バレ

エやサッカーの海外留学）や芸能活動等に専念したい者にとって、学習する時間帯

を自由に設計できる通信制高等学校はマッチしている。また、ダブルスクール（在

学しながらイラストライターや声優、ダンサーを目指し、他の学校でも専門的なこ

とを学ぶ。）のニーズに対応していることが考えられる。 

・世界的に急速な広がりを見せるｅスポーツに対応させて、平成３１年４月に新宿代々

木キャンパス、令和３年４月に横浜キャンパスに「ｅスポーツコース（教育課程外）」

を開設させたことで、本格的に学びたいという入学希望の生徒が増加したと考えら

れる。 



   今後は、不登校経験者や高校中途退学者等のこれまでの主たる対象者に加え、中学

生や全日制・定時制高校に通う高校生に対しても魅力を発信し、地元（茨城県・大子

町）からの入学者を更に増加させるように努め、定員である３，３００名の確保を目

指していく必要がある。 

 (3) スクーリングによる経済効果 

   令和６年度の本校スクーリングについては、３，０２１名が参加し宿泊施設や送迎

バス、食事（仕出し）利用のほか、体験学習や観光での施設利用、土産品の購入等、

年間約１９６，３６５，０００円（１人当たりの参加費６５，０００円）の経済効果

が認められる。 

    

２ 学校の教育活動 

  ルネサンス高等学校は、「『学力がつく・やりたいことを極める』新しい高校」を教育

理念として、４つの目標「１ 基礎学力を再生して（学力回復教育）高校を卒業」、「２ 

学ぶ楽しさを体験する科学の授業で、生涯を学び人に」、「３ 目覚めよ！自分力。やり

たいことにチャレンジ」、「４ 徹底的な個人指導と親身なサポート体制」を掲げて、教

育活動に取り組んできた。 

  その結果については、ルネサンス高等学校学校評価・改善委員会により、別紙のとお

りの学校評価（自己評価）がなされている。今後とも、学習指導要領及び高等学校通信

教育規程に基づく質の高い教育活動が展開できるよう、教育内容の更なる充実と教員の

指導体制の強化に努めていくことが必要である。 

 (1) 教育課程 

   学習指導要領及び高等学校通信教育規程に基づく適切な教育課程が編成・実施され

ている。ただし、通信教育実施計画において記載内容が一部抽象的であるため、改善

をする必要がある。 

 (2) メディア学習の充実 

   設立当初から、インターネットを活用して、学習が進められるようにメディア教材

を工夫している。 

   複数のメディア教材を導入し５７科目について、合計１０２のメディア（「東京書籍

教科書解説メディア」、「ＮＨＫ高校講座」、「自主制作メディア」など）で学習する体

制をとっている。生徒がメディア学習を行ったことは、インターネットの視聴履歴で



確認するとともに、視聴後にそれぞれのメディアの内容に関する設問をすることによ

り確認している。 

 

 (3) 添削指導 

   従来からインターネットを活用してレポートを提出させる添削指導を行っており、

レポートの内容は、択一式や用語及び文章で回答する記述式の設問など、多様な形式

を採り入れたものとなっている。 

   不正解の内容を含むレポートは、択一式の場合は自動正誤判定に加え教諭が指導し、

記述式の場合は個別の解説を付して返却している。 

 (4) 面接指導 

   「高等学校通信教育の質の確保・向上のためのガイドライン」の趣旨に基づき、 

規定通りの授業時間数を定めているが、年間を通して多様なメディアを利用して学習

し、報告課題等の成果が満足できるものであると認められた場合は、その生徒に対し

ては、１０分の６以内の時間数の減免を適用している。 

   内容については、各教科・科目の担当教員が、生徒の興味・関心を考慮しながら、

内容を工夫した授業が展開されている。 

 (5) 試  験 

   試験は、年度後半の適切な時期に本校で、複数の教諭の監督の下で厳正に実施され

ている。 

   出題形式については、記述式の問題数が択一式の問題数より多くなっており、問題

は毎年新たに作成するとともに、難易度が同程度の問題を複数用意し、不正行為防止

に努めている。 

 (6) 生徒指導 

   生徒指導については、校内体制や危機管理体制が整備されており、生徒の在宅時や

スクーリング参加時も含め重大な事故もなく、学校教育が安全に展開されている。 

   また、「いじめの防止等のための基本的な方針」（平成２５年１０月１１日文部科学

大臣決定）に規定する「いじめ防止基本方針」の作成、いじめ対策委員会を設置する

とともに、校内研修を充実させている。 

 (7) 進路指導 

   進路指導については、進路希望の実現に向けて個々の生徒の状況に応じた支援を行



っており、希望者を対象として保護者・生徒・学校の三者による面談を開催し、進路

や学校生活に関する相談を実施している。 

   卒業生の進路については、生徒の希望や実態に応じた支援を行い、難関大学への進

学者が増加するなどの成果を上げている。 

就職関係については、オンライン等で面接対策指導を実施し、支援体制の充実を図

っている。 

 (8) 保健指導 

   保健指導については、スクーリング時の特別活動（健康）を中心に、生徒の健康管

理や生活習慣、健康増進に向けた取り組みを行っている。 

   なお、(6) ～(8) については、警察・消防・ハローワーク・学校医などの関係機関

との連携を更に強化し、保護者との連絡・連携を密にしながら、より質の高い対応を

図ることが望まれる。 

 

３ 学校の管理運営 

 (1) 学校運営 

   学校運営については、学校としての運営・責任体制が整備され、教職員の信頼関係

の下、適切な教育課程に基づく教育が展開されている。今後は、校内の会議や研修会

を活用し、教員の相互理解や課題に対する意識を更に高めていくことが望まれる。 

 (2) 高等学校等就学支援金事務 

   高等学校等就学支援金事務については、法及び文部科学省の事務処理要領に基づき、

適正に執行されている。 

    

４ 学校の施設・設備 

 (1) 面接指導等を実施する本校の状況 

   ルネサンス高等学校の面接指導・添削指導は、全て特区内の大子町にある本校及び

関係施設（校外における体験活動等）で実施されている。 

   ルネサンス高等学校は、「高等学校通信教育規程」に規定する施設（教室、図書室、

保健室、職員室）及びスクーリング時に必要な設備（視聴覚設備、図書、保健関係備

品等）に加え、体育館を備えている。 

 (2) 通信教育連携協力施設の状況 



   ルネサンス高等学校は、東京都渋谷区、豊島区、神奈川県横浜市、茨城県水戸市、

及び岡山県岡山市に通信教育連携協力施設を設置している。面接指導、試験等の教育

課程内の教育活動は実施していないが、「ｅスポーツコース（教育課程外）」等の専門

的な学習を行っている。本校から離れた場所の生徒に対して生徒同士の交流等を支援

していく貴重な場となっている。なお、通信教育連携協力施設では、本校の教職員が

兼務している。 

   また、通信教育連携施設が学校そのものであるという誤解を生徒・保護者に与えな

いよう、名称を「連携新宿代々木キャンパス」、「連携横浜キャンパス」、「連携池袋キ

ャンパス」、「連携水戸キャンパス」、「連携岡山キャンパス」としている。 

 

５ 学校設置会社の事業報告書の記載事項に掲げる事項 

 (1) 学校設置会社の役員（令和６年度）及び株式の状況（令和６年度事業報告書による） 

   学校設置会社であるブロードメディア株式会社には、現在１１名の役員が就任して

いる。いずれも他の会社の役員等を経験し、又は兼務しており、社会的信望を有して

いる。 

   また、役員にはルネサンス高等学校長を経験している者もおり、学校を経営するた

めに必要な知識又は経験を有している。 

   株式の状況（令和６年度）については、発行可能株式総数３０，０００，０００株、

発行済株式の総数７，５００，０００株、株主数８，５３３名である。 

   学校設置会社の役員及び株式の状況は、学校を運営するに当たり適切である。 

 (2) 学校の経営に必要な財産等の状況（令和６年度決算報告書による。） 

   令和６年度における財産及び利益の状況は、売上高１５，５３３百万円、経常利益

７１９万円、当期純利益３３５百万円、総資産１１，３００百万円、純資産５，７８

０百万円である。 

   学校の経営に必要な財産等の状況は、学校を運営するに当たり適切である。 






